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4 断熱温度上昇

4.1 セメントの種類を要因としたコンクリートの断熱温度上昇量

F-51 各種セメントを用いたコンクリートの初期強度発現および断熱温度上昇 2002年

F-51では，Ｎ，ＬおよびＢＢの３種類のセメントについて，断熱温度上昇に関する共通試験（8

試験所）を実施し，単位セメント量が変化した場合の終局断熱温度上昇量および温度上昇速度に関

する定数の推定式を報告している。





【試験条件】 既往の研究結果にもとづき，以下に示す項目を統一して試験を実施

・型枠 φ 40× 40cm(鋼製：0.6mm厚)，容量 50L

・外槽 使用せず

・試験装置 同一メーカーの空気循環方式

・キャリブレーションおよび偏差の設定

【要因】 ・セメントの種類 3種類 N ：普通ポルトランドセメント

L ：低熱ポルトランドセメント

BB：高炉セメント B種

・水セメント比 2水準 50%，60%

・スランプ 2水準 8.0± 1.5cm（硬練り），18.0± 1.5cm（軟練り）

各試験所で実施したコンクリートの配合を表 4.1 に示す。なお，配合は各試験所間で異なるた

め，範囲で示す。

表 4.1 各試験所で実施したコンクリートの配合
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断熱温度上昇試験結果を表 4.2および表 4.3に示す。なお，表中のＫ，αおよびβは，断熱温度

上昇量を下記式にて近似した時の定数である。また，練上り温度 20℃における単位セメント量と

Ｋ，αおよびβの関係を図 4.1に示す。

T = K(1− e−α t) (1)

T = K(1− e−α tβ) (2)
ここに，T：断熱温度上昇量

K：終局断熱温度上昇量

t：材齢（日）

α：断熱温度上昇速度の定数（日−1）

β：実験定数
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表 4.2 断熱温度上昇試験結果（その 1）

表 4.3 断熱温度上昇試験結果（その 2）
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また，終局断熱温度上昇量（Ｋ）および断熱温度上昇速度に関する定数（α）を土木学会コンク

リート標準示方書に示された値と比較した結果を表 4.4に示す。なお，当時は平成 8年度版との比

較を実施しているため，表には，2007年制定　土木学会コンクリート標準示方書【設計編】に示

された数値も併せて示す。これによれば，Ｎおよび BBでは，単位セメント量 260～350kg/m3 の

範囲において，Ｋは当時の示方書（平成 8年度版）1) よりも 2～5℃高くなり，また単位セメント

量の増加に伴うαの上昇が小さくなっている。2007年版の示方書 2) では，BBの係数が見直され

るとともに，新たにＬの係数が示されている。この数値と比較した場合，Ｋは，BBは示方書と同

等となり，Ｌは示方書よりも 4℃程度高くなっている。またαは，BBは示方書よりも 0.24～0.30

大きなるが，Ｌは示方書よりも 0.1程度小さくなっている。

表 4.4 断熱温度上昇式における係数の算定式
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1) 土木学会：【平成 8年制定】コンクリート標準示方書　施工編，1996年 3月

2) 土木学会：2007年制定　コンクリート標準示方書【設計編】，2007年 3月
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